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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・中村　豊様～本日9:40治験のため西病棟Ａユニット47号室へ転入となっています。
・本日10：00～柿木　真吾様、織笠　健太郎様、内田　都影、わくわくの郷のスタッフ2
名調査に来られています。
・佐々木　淳様～スタッフ付き添いで工藤整形クリニック受診する。身体障害者手帳の診断書と、福祉用具の意見書作成して頂く。13：10帰院しています。
・千葉　光弘様～便秘4日の為、本人より便がない事でお腹が苦しいと訴えの為、継続指示便秘時ピコスルファートＮａ15滴与薬しています。
・出川　功様～16：10西病棟Bユニット29号室～北病棟401号室へ転入となっています。

＜要注目患者様＞
・竹谷　龍道様～昨日準夜帯にて「退院したいけどどうしたら良い？」と確認あり。詳細を訴える事はありませんが、主治医と話し合って見るよう説明には応じています。
　　　　　　　　促しにてリハプロに参加することは出来ています。他者とも徐々に交流見られるようになっています。引き続き精神状態と他者との交流の様子を確認し、環境に慣れていけるよう介入していきます。

・原　吉郎様～作業に参加するが、腹痛を訴えの為、途中退席しています。継続指示腹痛時ブスコパン（10）1Ｔ与薬する。11:10排便形態を確認にて軟便から下痢便少量みられる。1時間程で腹痛は緩和したと話しています。独語や、他不調の訴えはありません。補食や水分補給は自分から摂取出来ています。
　

























・滝田　英人様～昨日、幻聴・妄想に左右され「俺の退院はどうなっているんだ。妻の腹を見ないといけないんだ、子供が生まれるんだよ、面倒を見ないといけないだろうが」と訴えていました。準夜帯同室者より掃除機かけていると情報提供あり訪室している。介入にも 「あぁ、何言ってんだ？」と小声で言いながら掃除を片付けているが、代わりにほうきとちりとりを使用している。午後から声高の独語が聞かれ徐々に妄想に絡めスタッフの名前を言っていることありました。また食事中退院に関連した発言あり、「聞いていないよ」と答得たとスタッフから情報が聞かれています。引き続き所在確認と身体面と精神症状のい変化を確認していきます。

























・畑中　成夫様～お腹の調子が悪いと、OT途中から戻られています。日中は、耳かきの先が折れ、それが耳の中に入っていると訴え聞かれスタッフ2名で確認後、主治医に報告し、来棟され主治医とスタッフ1名で対応し1時間程体位変換の促し等で最終的に確認しスタッフが残っている先を耳内から摂る事が出来ました。
＜皮膚科診察＞

・千葉　光広様～鼻部に毛色性膿疱あり、ナジフロクリーム塗布の指示あり。１本処方となる。他、同処置継続。テルビナフィン塩酸塩外用液１本処方。

・戸賀沢　潔様～ヘパリン類似物質1本処方となる。

・原　吉郎様～両臀部、デルモゾールＤＰ軟膏１本処方となる。
・齊藤　光枝様～ナジフロクリーム1本処方となる。
・佐々木　淳様～右耳後部治癒。両下肢デルモゾールDP軟膏1本処方となる。
・坂本　福子様～右手4趾落屑著明、慢性湿疹　ゲンタマイシン1本処方となる。
・他、同処置継続。
＜馬渡Ｄｒ診察＞

・森　ヒデ様～杖をつかずに診察室に入る。主治医より、手の震戦が見られているが、7/14の日赤眼科受診で緑内障がない事の確認がとれたら、振るえを止める薬剤を処方していく旨の説明を受ける。本日は緑内障があるとは話さず「宜しくお願いします。」と表情良く話されている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。カリーユニ点眼液1本処方。
・佐々木　淳様～歩行車工藤整形を受診しているが、先生から何を言われたかは分からないとの事。主治医より、今後も歩行車での歩行訓練をして行く様に説明を受け、了解されている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・戸賀沢　潔様～「調子良いです。」と話される。血検の結果を知りたいと要望あり、血糖値122、ＨｂＡ1Ｃ　6.3、Ｎａ　135との説明を受ける。他人の床頭台を開けていた事について問われると「いや、何も…」と答えていたが、再三問われると「コーヒーがあったら、飲もうかなと…」と話されている。他人の物に手を付けてはいけない事の説明を受けると「はい、はい」と軽く受け流す様子見られ、理解できていない。
・原　吉郎様～「腹がパンパンに張っている。」と訴える。主治医が腹部を診察し、張っていない事を説明する。本日、午前中に軟便～下痢便少量確認している。本人様と相談して整腸剤を処方する事となる。痛みが続く様であれば、内科受診（船場Ｄｒ）も考えていく事としている。臨時薬は新たにミヤＢＭを追加し、他同内容で7日分処方となる。
＜安ケ平Ｄｒ診察＞

・上村　みわ様～妄想に左右されプログラムを拒否する様子見られています。服薬拒否はなく経過。診察時も妄想に左右された発言少なくなっています。
・滝田　英人様～幻聴に左右された大声での言動聞かれ、準夜帯～深夜帯にかけて頻繁な独語や、
食事の拒否見られ、睡眠のコントロールが出来ずにいます。日課やプログラム等、スタッフの声掛けを要する事はあります。と診察時情報提供しています。
診察の時、夜は眠れているかなの問いに「関係ないだろう」と怒り口調になり終始幻聴に左右され独語が続いいています。

・佐々木　悦子様～本日は誕生日に書いた絵をみせています。多弁さあるが妄想発言は聞かれず終了しています。
・坂本　のり子様～診察時、処方になっている内服薬があっていますと伝えています。また、
右股関節痛が朝方に多いと話されています。Ｄｒからは暑くても部位は冷やさない様に伝えられ納得されています。
・沼端　恵子様～深夜帯で尿失禁あった事伝えています。その後暴言や粗暴行為があったようですが日中は落ち着いていますと情報提供しています。本人へ夜中おきるときは不眠時の頓服で眠れていますかに本人より返事が聞かれていました。
・中川原　義雄様～行動の荒さは落ち着いており夜間の睡眠もとれています。プログラムにも、作業療法にも取り組まれています。夜間の睡眠状況が続いている為15日から内服薬変更：ブロチゾラム（0.25）→ゾピクロン（10）に変更となっています。
＜転入患者様情報＞

氏　　名：出川　攻（でがわ　おさむ）様

生年月日：昭和22年7月24日(72歳)

病　　名：統合失調症
性　　別：男性
主 治 医：安ヶ平Dr
問題行動:易怒性、粗暴性、無断離院あり(現在は見られず落ち着いている)

入院形態：任意入院

病　　室：401号室
食事自立(常食、大盛り)
買い物カード、自己管理
洗濯、本人
間食制限なし
・R2、5、20任意入院へ変更となっている。
以後、粗暴性や衝動性なく経過。
眼鏡購入のために外出の希望あり、日程調整未。
皮膚科、両側爪(テルビナフィン塩酸溶液)

転棟サマリーを参照してください。
